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生産農家

牛    405万頭（51,200戸）

豚  896万頭（3,300戸）

鶏   2億7千万羽 （3,800戸）

飼養衛生管理

輸出力強化

国内防疫

【家畜保健衛生所】

・全国167か所

・1,993人の獣医師職員

水際防疫

【動物検疫所】

・1本所８支所

・541人の家畜防疫官

着地検査

水際対策

の強化

都道府県との

連携

疾病管理輸出促進

輸出検査

輸入検査

発生予防

まん延防

観光立国の推進

人とモノの移動の増加

農林水産業の輸出力強化戦略

畜産業振興のための輸出促進

我が国の家畜防疫体制（水際防疫と国内防疫）

周辺国での

越境性動物疾病の続発

※2023年10月時点 ※2023年4月時点 ※2023年2月時点
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家畜防疫官の推移
(人)

1989年度 1998年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

193 262 481 491 508 526 541

本所(横浜)

成田

羽田空港

神戸

中部空港

門司

大阪 東京

広島空港

岡山空港

福岡空港

博多

長崎空港

千葉

四日市

小松

静岡

関西空港

仙台空港

新潟空港

北海道・東北

胆振

函館空港

家畜（牛、豚、馬等）の係
留施設を有する動物検疫所

霊長類の係留施設を有
する動物検疫所

犬等の係留施設を有する動
物検疫所

支所

出張所

分室

沖縄

那覇空港

四国

川崎

米子空港

鹿児島空港

（指定港：家畜伝染病予防法第38条に基づき、指定検疫物の輸入可能な港又は飛行場を省令で指定）

石垣

平良

名古屋

動物検疫所を配置している場所：35箇所
（１本所、８支所、１８出張所、５分室に加え、３事務所）
※胆振分室は指定港と一致しない

動物検疫所を配置していない指定港：75箇所
（京浜港（東京港区、横浜港区、川崎港区）及び阪神港（神戸港区、
尼崎西宮芦屋港区、大阪港区）はそれぞれ１箇所と計数）

［指定港：10５か所（海港:６０ 空港:4５）］

動物検疫所の配置（１本所、８支所、1８出張所、5分室）
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海外からの伝染性疾病の侵入を防止し、畜産業の振興
と公衆衛生の向上を図っています

農林水産省設置法第１１条
１ 家畜伝染病予防法に基づく輸出入動物、その他の物の検査、その他の措置
 ２ 輸出入動物に対する狂犬病予防法に基づく検査
 ３ 「感染症法」の規定による輸入動物の検査、これに基づく措置
 ４ 輸出入動物の健康検査
 ５ 動物用生物学的製剤及び予防器具の保管、配付、譲与及び貸付け
 ６ 「委託」を受けて動物その他の物に対する検査又は消毒を行うこと

動物の係留検査
保税倉庫や
コンテナターミナル等での
畜産物の検査

空海港の
動物検疫カウンターでの
旅客等の手荷物検査

犬・猫等の検査

動物検疫所の役割
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1958年以降
我が国での発生なし

法 律 目 的 主な検疫対象物 検疫対象疾病

感染症の予防及び感染症
の患者に対する医療に関す
る法律
（平成10年法律第114号）

感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関し必要
な措置を定めることにより、感染
症の発生を予防し、及びそのま
ん延の防止を図り、公衆衛生
の向上及び増進を図る

•サル

エボラ出血熱
マールブルグ病

家畜伝染病予防法
（昭和26年法律第166号）

家畜の伝染性疾病（寄生虫
を含む）の発生を予防し、及び
まん延を防止することにより、畜
産の振興を図る

•偶蹄類の動物
•馬
•家きんとその卵
•うさぎ、蜜蜂
•犬
•これらの骨、肉、皮、毛等
•ソーセージ、ハム、ベーコン
•穀物のわら及び飼料用の乾草

監視伝染病に限定
家畜伝染病（28種）
届出伝染病（71種）

（注） プレーリードック、ハクビシン、イタチアナグマ、タヌキ、コウモリ、ヤワゲネズミ等については、感染症法により輸入禁止

狂犬病予防法
（昭和25年法律第247号）

狂犬病の発生を予防し、そのま
ん延を防止し、及びこれを撲滅
することにより、公衆衛生の向上
及び公共の福祉の増進を図る

•犬
•猫
•あらいぐま
•きつね
•スカンク

狂犬病

水産資源保護法
（昭和26年法律第313号）

水産資源の保護培養を図り、
且つ、その効果を将来にわ
たって維持することにより、漁
業の発展に寄与する

・魚類（さけ科魚類、こい、ふな属魚類
（きんぎょ等）、こくれん、はくれん等）
・甲殻類（くるまえび科えび類、さくらえび
科あきあみ属えび類、てながえび科えび
類）
・貝類等（とこぶし、えぞあわび、まがき属
かき類、ほたてがい、まぼや 等）

24疾病

コイ春ウイルス血症
コイヘルペスウイルス病
ウイルス性出血性敗血症
イエローヘッド病 等

H15のコイヘルペス
ウイルス病の発生を機に
対策強化、H19から
動物検疫所で対応

動物検疫業務に係る主な法律
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古波蔵検疫（沖縄支所）

苅藻検疫場
(神戸支所)

新門司検疫場
(門司支所)

鹿児島検疫場
（鹿児島空港出張所）

太刀浦検疫場
(門司支所)

一突検疫場
（大阪出張所)

胆振分室
(北海道・東北支所)

動物検疫所の家畜の係留施設

天浪検疫場
(成田支所)

本所（横浜）
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悪性伝染病
発生地域

出国検疫（外国）

農林水産省

指定港（日本）

個体確認

総 合 判 定

畜舎収容

採血・採材

臨床検査

皮内反応検査

血液検査

血清学的検査

微生物学的検査

着地検査（3か月間）
（都道府県）

臨船・臨機検査

輸 入 条 件

清浄地域

不 合 格合 格

輸入禁止

輸入禁止

輸入 輸出

偶蹄類の動物 １５日 ７日

馬 １０日 ５日

鶏、うずら、きじ、だちょ
う、ほろほろ鳥、七面
鳥、かも目の鳥類

１０日 ２日

初生ひな １４日 ２日

上記以外の動物 １日 １日

係留期間

係留検査

検査の信頼性確保のため
ISO/IEC17025国際認証取得

二重検疫

生体動物（牛、馬、鶏等）の輸入検査

解放
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２．係留施設への輸送及び搬入

５．採血・採材４．臨床検査

３．書類検査

６．精密検査

７．返送又は殺処分

８．解放

合格

信頼性の確保

１．臨船・臨機検査

家畜の輸入検査（家畜伝染病予防法）

不合格
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ISO 9001

組織運営体制に基づく品質保証

検査室 検査項目

検疫部
動物検疫課

馬伝染性貧血寒天ゲル内沈降反応検査

精密検査部
微生物検査課

オーエスキー病中和試験

精密検査部
病理・理化学検査課

ヨーネ病リアルタイムPCR法

精密検査部
海外病検査課

鳥インフルエンザ寒天ゲル内沈降反応検査

成田支所
動物検疫第１課

豚繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）
ELISA法

神戸支所
検疫課苅藻検疫場

PCR法による畜種鑑別検査

門司支所
検疫第2課

馬伝染性貧血寒天ゲル内沈降反応検査

ISO/IEC17025とは

試験所等の能力の評価に関する国際規格

ISO/IEC 17025

・適正な組織運営

・技術的に的確

・妥当な結果を導き出す能力

ISO/IEC17025認定取得状況

○平成16年 GLPの考えに基づく関係要領の制定、標準作業書（SOP）の整備開始
○平成19年 検査業務点検(実地点検・定期点検)の開始（管理指導課を設置）
○平成24年 ISO/IEC17025 国内で初めて家畜衛生分野で認定

国際機関による獣医組織能力評価（PVS)においても、日本の検
疫及び水際のセキュリティは最高評価を受けています。

（2024年4月現在）

試験等の技術的能力の評価

実験動物：動物実験実施施設の外部検証・認証機関による評価を受け認定証を
 取得（中部検査・診断センター、令和2年12月）

検査の信頼性確保業務（実例）ISO/IEC17025:2017
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